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多数傷病者発生訓練
　令和３年１２月１日、旧笠松町学校給食セン
ターで多数傷病者発生訓練を実施しました。
　「鉄骨２階建ての建物解体作業中、複数の
作業員が体調不良を訴えている。」という想定
のもと、現場本部の部隊運用、傷病者の救出
及び搬送、トリアージ、救護活動といった多数
傷病者発生時の活動内容を再確認しました。
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令
和
三
年
十
一
月
十
五
日
、
当
消
防
本
部
に
お
い
て
、
消
防
技
術
競
練

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
競
練
会
は
、
消
火
活
動
や
救
助
活
動
に
必
要

な
消
防
技
術
の
向
上
と
隊
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
実
災
害
に
有
効
適

切
な
消
防
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
耐
火
建
物
の
一
階

部
分
よ
り
出
火
し
、
二
階
へ
延
焼
中
、
建
物
内
に
一
名
、
屋
上
に
一
名
逃

げ
遅
れ
た
人
が
い
る
と
の
想
定
の
も
と
、
消
防
隊
は
人
命
救
助
及
び
延
焼

防
止
、
救
助
隊
は
屋
上
か
ら
の
高
所
人
命
救
助
を
実
施
し
ま
し
た
。
隊
員

ら
は
、
実
戦
さ
な
が
ら
に
競
技
を
繰
り
広
げ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
救
急
車

を
利
用
す
る
人
が
増
え
、
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
き
ま
す

と
、
遠
く
の
消
防
署
か
ら
救
急
車

が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着

が
遅
れ
る
こ
と
で
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
一
一
九
番
通
報
す
る
前
に
、

救
急
車
が
本
当
に
必
要
か
、
自
家

用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
一
般
の
交

通
機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
、
も

う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

た

だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
や
ケ

ガ
で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず

一
一
九
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
十
月
二
十
六
日
、

二
十
七
日
の
二
日
間
、
岐
阜
市
の

株
式
会
社
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
岐
阜
南

営
業
所
に
お
い
て
当
消
防
本
部
救

助
隊
が
電
気
災
害
を
想
定
し
た
救

助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
電
気
、
電
柱
等

に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
柱
上
と

い
う
特
殊
条
件
下
に
お
い
て
、
安

全
に
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
、
隊

及
び
個
々
の
救
助
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
職
員
に
よ
る
電

柱
の
設
備
や
活
動
上
の
注
意
点
な

ど
の
講
義
を
受
け
た
後
、
電
柱
を

使
用
し
た
実
技
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

足
場
が
な
い
柱
上
で
の
活
動
は
、

資
機
材
の
使
用
や
行
動
が
制
限
さ

れ
、
い
か
に
活
動
が
困
難
で
あ
る

か
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
電
柱

上
で
の
救
助
活
動
に
お
け
る
感
電

防
止
の
重
要
性
と
迅
速
な
活
動
を

す
る
た
め
の
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

羽
島
郡
広
域
連
合
消
防
技
術
競
練
会

羽
島
郡
広
域
連
合
消
防
技
術
競
練
会

電
柱
事
故
救
助
訓
練 

を
実
施

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

羽島郡地域救急
医療情報センター

058（388）3799
どこの病院に行けば良いのか
分からない…。そんな時は、こ
ちらに電話すれば夜間・休日
でも診察可能な病院をご案内
します。

ドローンからの空撮

優勝：林小隊（東消防署）

消防隊による延焼防止

救助隊による高所救助

消 防 だ よ り （2）



　

令
和
三
年
中
に
当
消
防
本
部
管

内
で
発
生
し
た
火
災
・
救
急
・
救
助

出
場
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

火
災
件
数
は
、
八
件
で
前
年
と

比
べ
五
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
五
件
、

車
両
火
災
一
件
、
そ
の
他
の
火
災

二
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、
前
身
の

羽
島
郡
消
防
事
務
組
合
時
代
か
ら
数

え
、
実
に
四
十
九
年
ぶ
り
に
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
高
い
防
火
意
識
の
成
果
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
死
傷
者
ゼ
ロ
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
火
原
因
別
で
は
、
放
火
、
放

火
疑
い
、
た
ば
こ
、
こ
ん
ろ
、
配

線
器
具
、
不
明
が
各
一
件
、
そ
の

他
が
二
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
救
急
出
場
件
数
は
、
千
九
百
六
十

九
件
で
前
年
と
比
べ
百
五
件
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
動

種
別
の
ト
ッ
プ
は
急
病
の
千
二
百

四
十
三
件
で
、
全
体
の
六
十
三
％

を
占
め
ま
し
た
。

　
救
助
出
場
件
数
は
、
二
十
八
件
で

前
年
と
比
べ
十
七
件
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
出
動
種
別
の
ト
ッ

プ
は
交
通
事
故
の
十
八
件
で
全
体
の

六
十
四
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
六

つ
で
す
。

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

○
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

○
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対

す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

　

期
間
中
に
は
、
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
の
配
布
、
巡
回
広
報
を

行
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

　「 

お
う
ち
時
間

　
　
　
　
家
族
で
点
検

　
　
　
　
　
　
　
火
の
始
末 

」

◎
住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る
十
の
ポ
イ
ン
ト

～
四
つ
の
習
慣
・
六
つ
の
対
策
～

【
四
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

〇
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

【
六
つ
の
対
策
】

〇
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

〇
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、十
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

〇
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。 

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。 

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。 

〇
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど

に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を

行
う
。

4949
年
ぶ
り『
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
！
負
傷
者
ゼ
ロ
！
』達
成

年
ぶ
り『
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
！
負
傷
者
ゼ
ロ
！
』達
成  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

令
和
三
年　
消
防
統
計

令
和
三
年　
消
防
統
計

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

令
和
四
年
三
月
一
日
〜
七
日

令和2年  総件数13件 令和3年  総件数8件

■令和3年中の町別救助件数

■町別火災件数

■令和3年中の町別救急件数

放火
1件12.5％

放火疑い
1件12.5％

たばこ
1件12.5％

こんろ
1件12.5％

配線器具
1件12.5％

不明
1件12.5％

その他
2件25％

放火
3件23％

放火疑い
2件14％

たばこ
1件8％

こんろ
1件8％

電気機器
1件8％

火入れ
1件8％

調査中 1件8％

その他
3件23％
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令和3年 6 2 8
令和2年 9 4 13
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当
消
防
本
部
で
は
、
岐
阜
東
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
無
人
航
空

機（
以
下
ド
ロ
ー
ン
）二
機
を
寄
贈
い

た
だ
き
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
運
用
か

ら
一
年
以
上
が
経
過
し
ド
ロ
ー
ン
の

出
動
回
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
事
例
を
二
例
、
ド
ロ
ー

ン
か
ら
の
空
撮
写
真
を
交
え
紹
介

し
ま
す
。

　

事
例
１

　

日
時　
令
和
三
年
三
月
某
日

　

場
所　
羽
島
郡
岐
南
町
地
内

　
　
　
　

木
曽
川
河
川
敷

　

概
要　
枯
草
が
燃
え
広
が
っ

た
も
の

　　

こ
の
火
災
は
、
強
風
に
よ
り
枯

草
が
短
時
間
の
内
に
広
範
囲
に
燃

え
広
が
り
消
火
が
困
難
な
状
況

で
し
た
が
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

上
空
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
で
、

延
焼
方
向
や
飛
び
火
先
を
多
角
的

に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
指
揮
隊
は
そ
の
情
報
を
基

に
、
最
適
な
場
所
へ
の
人
員
配
置

を
行
い
、
効
果
的
な
消
火
活
動
に

よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

消
防
職
員
意
見
発
表
会

　

令
和
四
年
一
月
十
八
日
、
当
消

防
本
部
大
会
議
室
で
、
消
防
職
員

意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
発
表
会
は
消
防
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
消
防

本
部
・
西
消
防
署
・
東
消
防
署
か

ら
選
出
さ
れ
た
職
員
十
名
が
、「
消

防
・
防
災
に
関
す
る
こ
と
」を
テ
ー

マ
に
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た

め
、
審
査
方
法
を
ビ
デ
オ
審
査
へ

と
変
更
し
、
聴
講
者
を
入
れ
ず
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
教
育

長
、
岐
阜
県
消
防
学
校
教
頭
、
当

連
合
会
計
管
理
者
に
よ
る
厳
正
な

審
査
の
結
果
、次
の
職
員
が
選
ば
れ
、

最
優
秀
賞
の
二
名
が
二
月
十
八
日

の
岐
阜
地
区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

優
秀
賞

努
力
賞

　

事
例
２

　

日
時　
令
和
三
年
八
月
某
日

　

場
所　
羽
島
郡
笠
松
町
地
内

　
　
　
　

木
曽
川

　

概
要　
木
曽
川
に
人
が
流
さ

れ
た
も
の

　

こ
の
水
難
事
故
は
、
通
報
者
か

ら
中
州
に
人
の
よ
う
な
物
が
流
れ

つ
い
て
い
る
と
の
通
報
を
受
け
出

動
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
導
入
以

前
は
木
曽
川
に
到
着
後
、
ボ
ー
ト

を
組
み
立
て
、
通
報
情
報
に
基
づ

き
多
数
あ
る
中
州
を
広
範
囲
に

ボ
ー
ト
で
捜
索
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
傷
病
者
発
見
ま
で
に
時
間
を

要
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

場
到
着
後
す
ぐ
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ

り
上
空
か
ら
確
認
す
る
こ
と
で
、

早
期
に
傷
病
者
の
位
置
が
特
定
で

き
、
直
ち
に
傷
病
者
に
接
触
す
る

こ
と
で
活
動
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
操
縦
技
術
向
上
の
た
め

に
訓
練
を
重
ね
、
日
々
発
生
す
る

災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
も
起
こ

り
う
る
で
あ
ろ
う「
想
定
外
の
災

害
」へ
の
対
応
力
強
化
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
事
例

消防副士長  桑原　寛明 消防士長  小池　友哉消防士長  多田　圭介消防士長  酒井　聖幸

事
例
1

事
例
2

消 防 だ よ り （4）


